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島の未来を考える

フリーペーパー
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島と卒業生・在校生をつなぐ“島高ワンダーランド”プロジェクト

小豆島を離れた時に、自分たちに何ができるの
か、帰ってくる時に何を持ち帰りたいのか、を
小豆島を離れる前に、島の良さや働く人たち・
仕事をよく知り、進学または就職後にUターン
を考え、島と関わりつづけるきっかけにする。

社会に出た時に役に立つ力を
身につける場

ロータリーの理念は人道的な奉仕を行い、
すべての職業において高度の道徳的水準
を守ることを奨励する団体である。
このことから、小豆地域のこれからの未来
を地元の若者（高校生）と一緒に考えてい
きたい。

奉仕の精神で
地域に貢献する
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　日本全国で人口減少・少子高齢化が問題となっておりますが、我が小豆地域においても同様で、2020年現在では27,000人を下回り、今後
も毎年約500人（人口減少率約2％）ずつ減っていくことが予想されています。これは、単なる数字上の話ではなく、先人から受け継いできた
地域・集落の文化や産業を後世に繋ぐことが容易ではないという現実と直面していることになります。一方で、2010年に開催された瀬戸内
国際芸術祭以降、各集落内を徒歩で巡る個人旅行客が増加し、その方々が島民と接点を持って交流を重ねていくうちに、私たちが気付かな
い“普通の暮らし”の豊かさを島の魅力として発信していってくれました。その結果、30～40歳代を中心とした方々が移り住み、更に新しい島
民となった皆さんがSNSなどを活用して発信をしていくことで、新しい移住の方だけではなく、小豆島・豊島出身の方が島の良さを再確認し
て戻ってくるという好循環が生まれ始めています。
　小豆島中央高校では、地域の方との協働で「しまのみらいプロジェクト」を実施しています。これは「島の魅力」を様々な視点から掘り起
し、良さを再認識してもらって島を未来につないでいく活動です。この活動は小豆島ロータリークラブの理念にも通じており、創立60周年を
迎えるこの機会に記念事業の一環として島高ワンダーランド活動を発展的に支援することにしました。島外に出る卒業生とのつながりを重
視し、Uターンの促進や島と関わり続けるための「場」を作って運営する活動を今後も支援していきます。
　本事業は、「島と卒業生・在校生をつなぐ“島高ワンダーランド”プロジェクト」とし、進学や就職といった新しい世界へチャレンジしていく
生徒に向けて、卒業後も島と繋がれる“場（ウェブサイト）”を作ること。その“場”から、在校生や地域の方々と一緒になって高校の今の情報
や島の魅力を発信していくことによって、今までとは違う視点からふるさとの良さを再確認してもらいたいと思っています。
　“島は一つ”を象徴する小豆島中央高校の活動をバックアップしていくことで、小豆地域の未来が少しでも明るくなっていくことを心より
願っております。

小豆島
ロータリー
クラブ

小豆島中央
高等学校

まわりとの関係を適切につくり、どんな状況でもたくましく自ら
の力を発揮する。
物事の本質、真理を見極める心をもち、何事も心をこめて行う。
自分の属しているところに誇りをもって大切にし、仲間と気持ち
を合わせてともに高め合い、将来を担う人になる。

「 自立・真心・小豆島 」

しまのみらい
プロジェクト

つくるフリーペーパー
小豆島

の高校の生徒たちが



お問合せ
記事投稿
情報提供

小豆島中央高等学校サテライトサイト

島の“美味しい！”“きれい！”を
紹介！

外からの視点
を持って、

活動や島ぐら
しを

楽しんでいる
方々を

徹底インタビ
ュー！

しまのみらい
会議

16　私たちが考える“ふるさとの魅力”と
 　　“未来の小豆島”

島高ワンダーランドが 　　　　　  します！OPEN

特集

10　人と人とのつながりを軸足にする“ローカルプロ”
12　島に戻ってきました！
14　小豆島移住体験ツアー
15　小豆島に移住してきました！

New  L i f e  C a t a l o g
移り住んできた人から見える島の魅力とは？！3

部活・その他活動 在校生・卒業生の声

島の魅力・N EW S 島の企業・産業（求人）

Web サイト
www. s h im a ko u . l i f e

運営：島高ワンダーランドWEBチーム

高校生や卒業生が考える
「島と自分」や日頃の声を
不定期で掲載します。

常に変化し続ける小豆島。
新しいニュースとともに、
変わらない魅力もお伝え！

外の人がなかなか
知ることができない
“頑張る”高校生を
知ってほしい！

島を支える産業や
それぞれの会社の魅力、
島で働く良さを
発信していきます。

I N D E X

OPEN

観光の方に
島の魅力を聞いてきました！

2　YOUは何しに小豆島？！
アンケート調査からの発見をもとに、
高校生が“島の観光”へ提言！

特集 1

特集2
6　P.M.12：00の腹ごしらえ
9　#インスタ映えSPOT

美味しい  楽しい  小豆島
しまみらスポット調査班が行く
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YO Uは
　しに
小豆島？!
毎年100万人を超える方々が小

豆島へ来ています。私たちが

住むこの小豆島に「どんな

方々が」「何の目的で」「来て

みてどう思ったのか？」など

を実際にアンケート取材し

ました。そこから見えてくる

小豆島観光の実情、そして

もっと盛り上がるためのア

イデアを考えてみました！

A N G E
L

R O A D

K A N K
A K E I  

R O P E
W A Y

Q1. 何を見
て小豆島を

知りましたか
？

Q2. 何をし
に（どういっ

た目的で）小
豆島に

　   来まし
たか？

Q3. 小豆島
に来てどこに

行く予定で
すか？

　   もしくは
どこに行って

きましたか？

Q4. 小豆島
での移動（交

通）手段は何
ですか？

Q5. 小豆島
の満足度は

いかがでし
たか？

Q6. 小豆島
にこんなも

のがあった
らいいな。

　   もっと
こうして欲し

い！というご
要望が

　   あれば
是非お聞か

せください
。

Quest ion

私たちが
取材しまし

た！
何何

Tourist Spot 01

エンジェル
ロード
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S h o d o
s h i m a

O L I V
E  P A

R K

T O N O
S H O

P O R T

Tourist S
pot 03

寒霞
渓

ロー
プウ
ェイ

Tourist Spot 02

小豆島

オリーブ公
園

Tourist S
pot 04

土庄
港
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アンケート結果
回答者属性

性別

Q1. 何を見て小豆島を知りましたか？

男性
76人

女性
80人

未回答 4人 ■10代 8人
■20代 37人
■30代 33人
■40代 24人
■50代 25人
■60代 12人
■70代 14人
■80代 4人
■90代 1人
■未回答 2人

■元々知っていた 23%
■WEB・SNS 19%
■マスメディア
　（テレビ・雑誌） 13%
■家族・親族・知人・友人等 9%
■ガイドブック・
　パンフレット 9%
■その他・未回答 27%

■県内 13%
■岡山県 11%
■兵庫県 9%
■東京都 9%
■愛媛県 8%
■大阪府 7%
■広島県 6%
■海外 6%
■その他 26%
■未回答 5%

WEB・SNSが来島への起点になったきっかけとして高く、「元々知って
いた」方も今回の来島のきっかけはWEB・SNSとマスメディアの効果
が高いと思われる。

紅葉時期ということもあり、寒霞渓ロープウェイへの訪問者が多かっ
た。各施設を優先的に周る方は、スポット周遊の観光スタイルが多い。

満点と回答していただいた方が全体の回答数に対して5割以上とな
り、期待以上の満足を得られたと推測できる。右に記載している低評
価の方のコメントも参考にしたい。

満足度調査では高評価であったが、当設問の意見は多く、今後の島の
観光が持続するためには欠かせない要素である。特に飲食店情報の
発信、島内交通は重要。

車の内訳は自家用車、レンタカーがほぼ半数ずつ。ツアーバスも入れ
ると全体の5割以上が車両移動。徒歩客はオリーブバスの利用比率が
圧倒的に高い。

11月中旬の観光シーズンに取材したこともあり、目的はほぼ観光。数
は少ないが、サイクリングやツーリングといった島全体を周りたい方も
一定数存在。

誘客チャ
ネルは

WEB・SN
S！

秋は寒霞
渓＆

オリーブ！

平均満足
度は

4.4点！
飲食店情報の発信が必要！

車両移動
が

半数以上
！

やはり

ほとんどが

観光！

Q2. 何をしに（どういった目的で）小豆島に来ましたか？

■観光・旅行（全般） 54%
■観光（紅葉） 16%
■サイクリング 6%
■研修・社員旅行 5%
■観光（ツアー・バスツアー） 3%
■ドライブ・ツーリング 3%
■その他・未回答 13%

Q3. 小豆島に来てどこに行く予定ですか？
　   もしくはどこに行ってきましたか？

■寒霞渓 31%
■オリーブ公園 22%
■エンジェルロード 15%
■映画村 6%
■オリーブ園 5%
■銚子渓 4%
■その他 17%

Q4. 小豆島での移動（交通）手段は何ですか？

■車 41%
■島内バス 31%
■観光バス・貸切バス 11%
■自転車・レンタサイクル 9%
■その他 8%

Q5. 小豆島の満足度はいかがでしたか？

低評価の方のコメント

・フェリー運賃が高い
・交通機関の充実
　レンタカーを充実させて
　欲しい
・趣味や釣り、アクティビティ、
　体験など目的に特化した
　パンフレット・MAPが欲しい

52%

※5点満点中

Q6. 小豆島にこんなものがあったらいいな。
　   もっとこうして欲しい！というご要望があれば
　   是非お聞かせください。

5点
37%
4点

11%
3点

飲食店の充実・改善・
お店が分からない

島内交通手段・レンタカーの充実

フェリー運賃

観光案内の充実
（看板・パンフレット・マップ等）

その他

年代 居住地

18%

15%

7%

6%

54%
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私たちの　　

今回の活動を通して、この島の未来について深く考え直す
きっかけとなりました。
ずっと小豆島で過ごしてきた私にとって当たり前だと思っ
ていた様々なことが、島外の方から見ると、とても魅力的
なものなんだと交流を通じて感じました。
これから小豆島がより良い島になるためには島外に住む
方々の意見も聞き入れていくことが大事だし、アンケート
の集計作業時や、他の参加者や大人との話し合いの中
で、小豆島をより魅力的な島にするためには、若い人から
年配の人まで幅広い人が小豆島を満喫で
きる観光地が必要なのではないかと考え
ました。
将来はこの経験を生かした職業に就き、
小豆島のために自分ができることを全力
でやっていきたいと思います。

■飲食店の充実
■交通機関の充実
■看板の充実
■物価が高い
■観光施設の充実
■キャッシュレス化
■道幅が狭い
■自然保護への取組み

■元々知っていた 61%
■雑誌 17%
■WEB・SNS 6%
■ガイドブック・
　パンフレット 5%
■その他 11%

■中四国
■中四国外

元々知っていた 17
17

15
5

13
5

5
6

WEB・SNS

マスメディア

ガイドブック・
パンフレット

0 5 10 15 20

●年代別に感じている小豆島観光改善点　※その他・未回答を除く ●年代別認知チャネル

●YOUの来島のきっかけは？（エリア別）

●海外から来たYOUが何をきっかけに来島したか

●香川県内から来たYOUのきっかけは？

少数回答は割愛

■10～40歳代
■50歳代以上

若年層への来島促進は“食”情報をWEB・SNSで発信！

遠方（都市圏）からの誘客にはWEB・SNS×マスメディアが有効！

インバウンド対策は
WEB・SNSで多言語発信！

小豆島の改善点として“飲食店が少ない”という声が最も多く、特に20代30代の方が最もそう思ってい
る。更に、10～40代のチャネルはSNS・WEBが最も多いため、それらを利用して小豆島の飲食店の情報
を発信していけば改善できるのではないかと思う。具体的には、Ins t ag ramやTwi t te rで、小豆島のカ
フェや飲食店の情報をまとめた総合的なグルメアカウントを開設する。
60代以降の方からは“観光施設が少ない”という声が多かったので、施設を充実させたらどうだろうか。

香川県内在住の来島者は小豆島のことを元々知っていた人が多く、小豆島の認知度は高いことが期
待できる。このことから、“小豆島のことは知っているが行ったことはない”という人にも来島してもら
うために、「島高ワンダーランド」の冊子を県内にも配布する。また、遠方からの観光客には小豆島を
もっとアピールするために、WEB・SNSの他にマスメディアを利用するのが有効である。

海外からの来島者はWEB・SNSを見て来る人
が多いため、海外に向けてアピールする際は
ネットを活用すると効果的である。

2年 岡本 奈那子
おかもと  な　な　こ

提  言提  言

10～40歳代の要望・不満
10～20
歳代

30
歳代

40
歳代

50
歳代

60歳代
以上

元々
知っ
てい
た

WE
B・
SN
S

マス
メデ
ィア

ガイ
ドブ
ック
　

パン
フレ
ット
友人
・知
人

16

21 21

7

12
8 9

4
6
2

WEB・SNS 
67%

香港 
34%

中国 
22%

台湾 
22%

シンガ
　ポール

国別割合
インドネシア

マスメディア

11%
友人・知人 11%

ガイドブック・
　パンフレット

11%

11%

11%

32%

24%13%

11%

7%

7%
4% 2%

和田 真之輔

平野  葵子

藤田  宗太

小豆島の観光がもっと盛り上がるための

3提言

2提言

1提言
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土庄町甲289-17
11：00ー14：30／18：00ー21：00
不定休 ※事前問い合わせ
0879-61-9600

@buon .compagno56

小豆島町馬木甲1010-1
9：00 ー 17：00
火・水・木曜日休
0879-62-9737

[ ブォン  コンパーニョ ]

[ m o r i k u n i  b a k e r y ]

中はフ
ワフワ

で

外はカ
リッと

おすす
めの

『あげ
パン』

！

朝早くが

オススメ
！

『マルゲリータ』
外はカリカリ、中は
モチモチの生地が
とってもおいしい！
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[ ラ・クランテ ]

小豆島町池田228-36-2Ｆ
9：00ー14：00
不定休
0879-62-8855

@lac l a r t e_shodosh ima

[ ピッツァ  カモス ]

土庄町甲吉ヶ浦6190-80
11：00ー15：00／18：00ー22：00
月曜日休 +不定休 火曜日
0879-62-8731

@p i z za_kamos

最後

ま

で
変化が楽しめ

ます
！

[ セインツ ブレックファスト アンド バーガーズ ]

土庄町甲270-2
7：00ー10：00／11：00ー14：00／17：00ー20：00
月曜日休
0879-61- 9201

@sa in t sbu rge rs

カラフル
ジュース

『セ
イン
ツバ
ーガ
ー』

ハン
バー
ガー
に

パイ
ナッ
プル
って

合う
んで
す！

m e m o

人気の醤バーガーに加
え、2月から島鱧バーガー
（1日10食限定）が登場！

ランチ・デザート
新メニュー登場！！
今あるメニューも
リニューアル

瀬
戸
内
し
ら
す
と

香川
レモ
ンの『瀬戸内Pizza』

『ビスマルク』
トロトロ生たまごと塩のきいた生ハムが

相性バツグン！

『醤
バー
ガー
』

ガブ
っと
ひと
くち
が

一番
美味
しい
！

『
カ
ラ
フ
ル
レ
ス
カ
』
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[ トゥデイ  イズ　ザ　デイ ]

小豆島町西村甲2019-2
水～金曜日 13：00ー18：00
土曜日　　 11：00ー18：00
日曜日　　 13：00ー17：00
月・火曜日休
050-5278-0568

[ k o m a m e  s y o k u d o ]

小豆島町中山1512-2
11：00ー16：00（15：00L.O.）
火曜日+不定休あり
080-2984-9391

@today i s theday_shodosh ima

[ t a k o  n o  m a k u r a ]

小豆島町池田1336
11：30ー17：00
火・水・木曜日休
0879-62-9511

@takomaku88

森國ベー
カリー

酵母パン
を使用し

た

『ホットド
ック』

オ

リー
ブ牛
バーガー

棚田のおにぎり定食

海うさぎ

今
日
の
ご
は
ん

バ

ナ
ナキ
ャラ
メル
パン
ケーキ
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オリーブだけじゃないっ！
オリーブ公園

# キキにもなれちゃう # 空飛びたい
オリーブ公園前 # 小豆島 # インスタ映え # 観光地

地元の人しか知らない秘境
西の瀧

# 爽快感
# 行ってみる価値あり

西蒲生

ここは昭和？？
迷路のまち

# 妖怪に会えるかも # おいりソフト
本町

こんなにきれいだったの！？
ふるさと村＜城山公園＞

# 世にも珍しいスモモソフト
# キャンプしながら見たい夕日

ふるさと村

＃インスタ映え
SPOT

アートベンチ
～天使の休息～

# 天使の道 # アート作品

天使の舞い降りる場所
エンジェルロード

# 天使の道
エンジェルロード前

Photo Spot

天使のポスト

ブイで作った
お地蔵さん

# 迷路のまち # アート作品

いいね！476 件
しまみらスポット調査班！小豆島を巡ってみました！

Art

Art

sh imakou l i fe
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SHODOSHIMA STONES

人と人とのつながりを軸足にする
“ローカルプロ”

丹 

生   

茂 

希

ピボット

Interview

01
友
の
お
父
さ
ん
か
ら「
親
孝
行
は

生
き
て
い
る
時
に
し
か
で
き
な
い
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、「
自
分
が
家
業

を
継
ぐ
し
か
な
い
と
」と
い
う
思
い
が
芽
生

え
、
24
歳
で
島
へ
戻
り
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
経
っ
て
、
2
0
1
7
年
に
渡
部
さ
ん
が

ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
ズ
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
年

末
に
香
川
フ
ァ
イ
ブ
ア
ロ
ー
ズ
小
豆
島
公

式
戦
で
深
く
関
わ
り
、
そ
う
す
る
う
ち
に

こ
の
活
動
を「
も
っ
と
応
援
し
た
い
」と
思

う
よ
う
に
な
り
、
応
援
団
長
の
つ
も
り
で

代
表
理
事
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
ズ
は
、”地
域
の
も
の
“に
な

る
こ
と
。
ス
ト
ー
ン
ズ
は
、
小
豆
島
で
し

か
で
き
な
い
何
か
を
追
求
し
、
ロ
ー
カ
ル

プ
ロ
と
し
て
地
域
に
関
わ
っ
て
い
け
る
人
・

チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
み
ん

な
で
島
を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
ね
。

親

身
の
病
気
と
経
営
力
不
足
か
ら
、

G
M
の
職
務
を
退
任
し
ま
し
た
。

わ
が
ま
ま
と
迷
惑
を
か
け
て
申
し
訳
な
い

と
思
い
つ
つ
、
そ
の
失
敗
の
お
か
げ
で
自

分
が
一
番
大
切
に
し
た
い
も
の
が
何
か
を

気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
、

コ
ー
ト
で
選
手
と
一
緒
に
い
た
い
…
心
底
バ

ス
ケ
が
好
き
な「
人
＝
選
手
」と
対
等
に

話
し
、
一
緒
に
前
を
向
い
て
い
け
る
人
に

な
り
た
い
と
い
う
想
い
で
、
今
年
か
ら
コ
ー

チ
の
一
員
と
し
て
ス
ト
ー
ン
ズ
に
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
僕
も
挑
戦
者
の
一
人
と
し
て
、

も
う
一
人
の
コ
ー
チ
と
共
に
ス
ト
ー
ン
ズ
の

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
座
を
か
け
て
切
磋
琢
磨

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
チ
ー
ム
に
関
わ

る
全
員
が
自
身
の
夢
に
挑
戦
す
る
ス
ト
ー

ン
ズ
を
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 自

渡 

部    

勝 

之

Interview

02

小豆島スポーティーズ 発起人
小豆島STONES コーチングスタッフ

一般社団法人小豆島スポーティーズ 代表理事
小豆島STONES 代表
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SHODOSHIMA
2019年にスタート。全国から、様々な夢を持ち集まった
バスケットボーラーと共に、競技と地域活動を行うご当地
バスケットボールチームです。一人一人がプロアスリート
として、誰かの憧れになることを目指し日々頑張っていま
す！（選手募集中！）

A B O U T  U S M E S S A G E

2020年、小豆島で実現したいこと！

杉

　

  

信 

男 
選
手

Interview

03
さ
い
こ
ろ
か
ら
バ
ス
ケ
が
身
近
に

あ
る
環
境
で
生
ま
れ
育
ち
、
そ

の
ま
ま
学
生
時
代
も
全
力
で
バ
ス
ケ
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
、

社
会
人
チ
ー
ム
を
持
つ
企
業
に
就
職
を
し

ま
し
た
が
、「
プ
ロ
選
手
に
な
り
た
い
」と

い
う
想
い
が
捨
て
き
れ
ず
、
S
N
S
で
ス

ト
ー
ン
ズ
の
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
情
報
を
知
り
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

島
で
の
生
活
は
想
像
が
で
き
な
い
部
分
が

多
か
っ
た
で
す
が
、
実
際
に
住
ん
で
み
る

と
自
然
環
境
も
良
く
て
ど
こ
で
も
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
き
て
、
会
う
人
々
も
フ
レ
ン
ド

リ
ー
。
ま
た
、
ザ
ワ
ザ
ワ
し
て
い
る
都
市

部
と
比
べ
て
自
分
と
向
き
合
え
る
時
間
が

増
え
た
と
こ
ろ
は
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
人

生
に
と
っ
て
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
が
楽
し
み
笑
顔
で
プ
レ
ー

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
バ

ス
ケ
し
て
い
き
ま
す
！

小

ス
ケ
は
高
校
1
年
生
の
時
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
、
他
の
選
手
に

比
べ
る
と
比
較
的
遅
い
方
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
後
は
ド
ッ
プ
リ
で
す
ね（
笑
）。

大
学
卒
業
後
は
、
も
と
も
と
海
外
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、

渡
部
さ
ん
の
n
o
t
e（
ブ
ロ
グ
サ
ー
ビ

ス
）の
記
事
を
読
ん
で
、
将
来
バ
ス
ケ
を

通
じ
て
自
分
が
や
り
た
い
と
考
え
て
い
た

も
の
が
既
に
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
渡
部
さ
ん
に
連
絡
を
取
っ
て
お
話
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
海
外

で
2
ヶ
月
半
ほ
ど
バ
ス
ケ
中
心
の
生
活
を

し
、
2
0
1
9
年
11
月
か
ら
ス
ト
ー
ン
ズ

に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
故
郷
の

和
歌
山
県
那
智
勝
浦
に
似
て
い
る
点
も

魅
力
で
、
島
で
の
生
活
に
も
す
ぐ
に
馴
染

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
バ
ス
ケ
で
の

活
動
を
中
心
に
、
地
域
活
動
に
も
参
加

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

バ
太
田

　

  

潮 

選
手

Interview

04

22歳 和歌山県出身

22歳 大阪府出身

お
お  

た
　
　
　  

う
し
お

す
ぎ
　
　     

の
ぶ
　 

お

今回、丹生代表、渡部さん、そして選手の杉さん、太田さ
んに取材させていただきました。4人のお話しを聞いて、
1番私の心に響いたのは「自分はこうしたい、こう思う｣と
言う、考えの芯を持つことの大切さです。これは、今の私
に足りていない部分なので、この取材をきっかけに私
も、潟元夢蘭という芯をしっかりさせたいと思いました。

今回のインタビューのような人の話をじっ
くり聞くという経験は今まで無かったので、と
ても不安で緊張しながらの取材でした。友達
のサポートや、小豆島ストーンズのみなさん
が親身に聞いてくれたり答えてくれたおかげ
で、話を聞き、それを文章にするという今後
に通じる貴重な体験ができました！

3
年 

潟
元 

夢
蘭

か
た
も
と   

ゆ    

ら

杉

　

  

信 

男

す
ぎ
　
　 

の
ぶ
　
お

太 

田

　

 

潮

お
お 

た     

う
し
お

三
河  

徹
也

み 

か
わ    

て
つ 

や

六
辻  

元
就

む 

つ
じ    

も
と
な
り
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島に戻ってきました！
近すぎて見えなかった島の自然や人とのつながりが、外から見ると宝物にみえてくる。

島に戻って新しいチャレンジをしているお二人からお話を伺いました。

| 

な
ん
で
島
に
戻
っ
て
き
た
ん
で
す

か
？　十

数
年
大
手
企
業
で
働
い
て
き
ま
し

た
が
、自
分
の
人
生
と
い
う
長
い
時
間
軸

で
考
え
た
と
き
に
、こ
の
ま
ま
で
い
い
の

か
な
、自
分
ら
し
い
生
き
方
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。あ
と
英
語
が
好
き

な
の
で
、ス
キ
ル
を
活
か
し
な
が
ら
自
分

の
ペ
ー
ス
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
、島
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。土
庄
町
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
活
動
後
、独
立
し
て
英

語
に
関
わ
る
仕
事
を
主
に
し
て
い
ま
す
。

| 

進
路
に
悩
ん
だ
り
、大
学
生
活
を

不
安
に
感
じ
て
い
る
学
生
に
向
け
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　大
学
で
一
番
得
た
も
の
は
、い
ろ
ん
な

人
に
会
え
て
、い
ろ
ん
な
人
に
刺
激
を
受

け
た
こ
と
。で
も
、そ
の
頃
の
自
分
に
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
い
こ
と
が
一つ
あ
っ
て
…
な

ん
と
な
く
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
、労
働
の

対
価
と
し
て
お
金
を
も
ら
っ
て
た
ん
で

す
。で
も
お
金
を
稼
ぐ
方
法
っ
て
い
っ
ぱ
い

あ
っ
て
、も
っ
と
自
分
が
興
味
が
あ
る
こ

と
で
お
金
を
稼
い
で
た
ら
、と
。自
分
の
能

力
を
伸
ば
し
た
り
、い
ま
無
い
仕
事
を
生

島
だ
か
ら
こ
そ

場
所
が
限
定
さ
れ
な
い

働
き
方
や
ス
キ
ル
を
。

み
出
し
た
り
と
い
う
こ
と
も
で
き
た
か
も

し
れ
な
い
な
ぁ
、と
。そ
の
流
れ
で
い
う

と
、大
学
も
自
分
が
学
び
た
い
こ
と
あ
り

き
で
行
か
な
い
と
意
味
が
な
い
。だ
っ
て
、

な
ん
だ
か
ん
だ
で
む
っ
ち
ゃ
お
金
か
か
る

も
ん（
笑
）。で
も
、高
校
在
学
中
に
や
り

た
い
こ
と
を
見
つ
け
る
の
も
難
し
い
か

ら
、そ
の
猶
予
期
間
と
し
て
だ
っ
た
り
、

社
会
に
出
る
た
め
の
選
択
肢
を
広
げ
る

と
い
う
こ
と
で
、大
学
を
選
択
す
る
と
い

う
の
は
あ
り
だ
と
思
う
。進
学
す
る
人
も

就
職
す
る
人
も
、前
を
向
い
て
歩
い
て
、

自
分
の
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
け
ば
、き
っ
と

道
が
拓
け
ま
す
よ
！

Interview

01
須　藤　    渚

N a g i s a  S u d o

株式会社 Nag ima r  /  
翻訳・通訳、コーディネーター
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　小
豆
島
は
自
然
に
囲
ま
れ
、新
鮮
で

安
心
な
食
が
あ
り
、過
ご
し
て
い
る
だ
け

で
健
康
に
な
り
そ
う
…
そ
う
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、僕

は
、都
会
と
比
べ
る
と
日
常
の
運
動
量
が

圧
倒
的
に
少
な
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。ゆ
く
ゆ
く
は
島
で
運
動
に
関
す
る
こ

と
に
携
わ
り
た
い
、と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、知
り
合
い
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
28
歳
の
と
き
に
9
年
間
過
ご
し
た

大
阪
か
ら
故
郷
の
小
豆
島
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。柔
道
整
復
師
と
鍼
灸
師
の
資

格
、そ
し
て
フィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
働
い

て
い
た
経
験
を
活
か
し
た
仕
事
に
就
き
、

そ
の
後
D
i
n
a
m
i
c
o.（
デ
ィ
ナ
ミ

コ
）と
い
う
屋
号
で
独
立
、今
は
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
で
き
る
店
舗
を
構
え
て
い
ま
す
。

他
に
も
、高
齢
者
へ
の
介
護
予
防
運
動
教

室
や
、子
ど
も
と
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

等
、運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
っ
て
き
た

の
で
す
が
、3
年
前
に
S
U
P（
サ
ッ
プ
）

に
出
会
い
、ど
ハ
マ
リ
し
て
し
ま
い
ま
し
た

（
笑
）。イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
も
取
り
、

S
U
P
の
活
動
も
多
く
や
っ
て
き
て
改

め
て
感
じ
た
の
は
、「
も
っ
と
島
を
楽
し

み
、遊
ぶ
機
会
を
作
り
た
い
」と
い
う
こ

と
で
し
た
。そ
し
て
、同
級
生
で
土
庄
町

も
っ
と
島
を
楽
し
み
、
遊
ぶ
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
藤
田
く
ん
と
一

緒
に
、島
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
拠
点
を
小

部
に
作
ろ
う
と
い
う
計
画
を
進
め
、地
域

の
方
々
に
も
ご
理
解
や
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　小
豆
島
が
将
来
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
、正
直
想
像
で
き
な
い
部
分
も
多
い
で

す
が
、今
は
自
分
が
抱
い
て
い
る
理
想
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、や
る
べ
き
こ
と
を

確
実
に
実
行
し
て
い
く
。そ
れ
が
必
ず
良

い
影
響
に
な
る
と
信
じ
て
や
っ
て
い
き
ま

す
。小
豆
島
か
ら
楽
し
い
、オ
モ
ロ
い
を
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
僕
の
仕
事
で
も
あ

り
、本
気
の
遊
び
で
も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ

小
部
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
！

Interview

02
大　川　  大　地

D a i c h i  O k a w a

D inam i co .  /  SUPインストラクター
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　小
豆
島
・
豊
島
へ
移
住
し
て
く
る
方

は
、
毎
年
3
0
0
人
ほ
ど
で
、
U
タ
ー

ン
を
合
わ
せ
る
と
約
5
0
0
人
の
方

が
、
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

い
ま
す
。
人
口
に
対
し
て
１
％
を
超
え

る
方
が
移
住
し
て
く
る
地
域
は
全
国

的
に
も
珍
し
い
そ
う
。島
ぐ
ら
し
の
き
っ

か
け
の
一つ
に
な
っ
て
い
る
、
小
豆
島
移

住
・
交
流
推
進
協
議
会
主
催
の
移
住

ツ
ア
ー
は
、
な
ん
と
参
加
者
の
３
割

ほ
ど
が
移
住
に
結
び
つ
い
て
い
る
！
と

の
こ
と
で
、
ど
う
い
っ
た
内
容
な
の
か
、

見
学
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　ツ
ア
ー
の
形
態
は
、①
地
方
移
住
を

検
討
し
始
め
た
方
向
け
の
全
般
的
な

内
容
の
ツ
ア
ー（
１
泊
２
日
）②
交
流

や
体
験
を
メ
イ
ン
に
し
た
１
日
開
催
の

ツ
ア
ー
、
の
２
種
類
あ
り（
今
回
は
②

の
ツ
ア
ー
に
参
加
）、
空
き
家
見
学
、

子
育
て
施
設
の
見
学
、
先
輩
移
住
者

の
店
舗
な
ど
を
見
学
。
夕
方
か
ら
は
、

浜
辺
で
夕
日
を
浴
び
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

話
を
し
、
そ
の
後
島
の
食
材
を
た
っ
ぷ

り
使
っ
た
夕
食
を
先
輩
移
住
者
と
一
緒

に
食
べ
る
と
い
う
、
普
段
味
わ
う
こ
と

の
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し

た
。　小

豆
島
の
暮
ら
し
や
人
を
知
る
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
る
こ
の
ツ
ア
ー
。
今

年
は
今
ま
で
の
形
態
に
加
え
て
、
新
し

い
こ
と
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
が
楽
し
み
で
す
。

小
豆
島

移
住
体
験

ツ
ア
ー

外からの文化が流入し、それがうまく融合していると思うので、開放的
な印象があります。スーパーマーケットや病院、子育て施設もあり、私
たちのように都会からの移住検討者にとって、普段の生活のギャップ
があまり無いのが、ありがたいですね。
住居はタイミングもありますので、まずはどう暮らしたいかという生活
スタイルのイメージを固めることに加えて、仕事ですね。

U さん
家族で参加（ご夫婦と2歳と0歳の子ども）／現在の居住地：東京

小豆島は、ドラマ「ラブレター」をみてから興味が湧くようになりまし
た。海は1人でぼーっと眺められ、山はそんなに高くなくても登れば街
並みを見ることができるという、バランスの良い自然があるところに魅
力を感じて参加しました。

H さん ご夫婦で参加／現在の居住地：大阪

参
加
者
に
お
聞
き
し
ま
し
た

Shodoshima  New Life Catalog

14



Int e rv i ew 01

Interv i ew 02

ヤ
ッ
ク
ツ
ア
ー
で
訪
れ
た
時
の
自
然
の

美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
か
ら
、
ず
っ

と
頭
の
片
隅
に「
小
豆
島
に
住
み
た
い
」と
い

う
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。
考
え
始
め
た
当
初

は
迷
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
な
決
め

手
は
、
島
で
知
り
合
っ
た「
人
」。
都
会
の
よ

う
に
便
利
で
は
な
い
島
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
る
。
自
ら
の
力

で
人
生
と
向
き
合
っ
て
い
る
島
の
方
々
の
暮
ら

し
が
心
に
響
き
、「
小
豆
島
の
素
晴
ら
し
い
環

境
で
こ
ん
な
人
た
ち
と
一
緒
に
暮
ら
し
た

い
！
」と
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

小
豆
島
人
の
暮
ら
し
方
、
生
き
方
に
心
が
動
い
た

「
1
5
0
年
後
を
見
据
え
た
」
考
え
を
持
っ
て
い
る
島

　現
在
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
移

住
促
進
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
移
住
者

の
生
活
基
盤
と
な
る
家
の
確
保
・
整
備
や
、

移
住
後
の
暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な

情
報
発
信
が
今
後
の
課
題
だ
と
思
う
の
で
、

力
を
入
れ
て
臨
ん
で
い
き
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く

は
空
き
家
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
よ
う
な
場

所
を
作
れ
れ
ば
…
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
小

豆
島
で
本
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん

行
な
う
こ
と
で
、
小
豆
島
を「
本
の
島
」に
す

る
の
が
夢
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

1990年、鳥取県生まれ。2019年5月
に愛知県から小豆島へ移住。
主に移住促進や前職の書店員の経
験を活かし、本を通じた交流の場づ
くりの活動を行っている。4月5日
（日）旧戸形小学校にて、一箱古本市
を開催。

P R O F I L E

1987年、東京都生まれ。2019年5月
に鎌倉から小豆島へ移住。
東京の会社に所属しながら、小豆島
で仕事をしているテレワーカー。デ
ザイナーとして、企業やサービス等
のブランディングやデザインを行っ
ている。

P R O F I L E

小
豆
島
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
！

小
豆
島
・
豊
島
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
対
象
の
ツ
ア
ー
は

年
に
5
回
ほ
ど
行
い
、
毎
年
50
人
ぐ
ら
い
が
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
て
、
移
り
住
ん
で
来
た
方
を
ご
紹
介
！

田  山    直
  樹（30歳

）
た    やま

　 なお
　き

[  土庄町
地域おこ

し協力隊
 ]

カ

市
部
の
カ
ル
チ
ャ
ー
や
人
々
に
刺
激
を

受
け
つ
つ
も
、
ス
ト
レ
ス
と
隣
合
わ
せ

の
住
環
境
に
違
和
感
を
感
じ
て
い
て
、
こ
こ
で

一
生
を
過
ご
す
の
は
違
う
な
、
と
い
う
思
い
が

深
ま
っ
て
い
た
と
き
に
、
2
0
1
1
年
の
震
災

も
あ
っ
て
。
も
し
、
直
接
被
害
の
あ
る
よ
う
な

震
災
が
起
こ
っ
た
ら
…
と
い
う
、
今
ま
で
と
は

違
っ
た
不
安
も
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
来
の
人
間
の
生
活
に
近
く
、
ス
ト
レ
ス
の
少

な
い
環
境
で
、
自
分
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
暮

ら
し
た
い
。
そ
う
考
え
る
中
で
、
様
々
な
ご
縁

も
あ
っ
て
小
豆
島
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
移
り
住
ん
で
か
ら
、
も
う
す
ぐ
10
ヶ
月

に
な
り
ま
す
が
、
仕
事
を
す
る
上
で
の
支
障

も
な
く
、
む
し
ろ
集
中
で
き
ま
す
ね
。
い
ま
の

時
代
は
、
東
京
に
い
る
こ
と
だ
け
が
正
解
で

は
な
い
。
今
で
も
大
都
市
で
の
就
職
を
目
指

し
て
、
勉
学
に
励
む
の
が
主
流
で
す
が
、
ど

こ
で
も
自
分
の
価
値
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
に
は
？
と
い
う
視
点
で
、
自
分
の
能
力

を
伸
ば
す
と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
独
立
し
た
い
と
考

え
て
い
て
、
こ
の
持
続
可
能
性
の
あ
る
島
で
面

白
い
活
動
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。

都 柿  迫    航（32歳）

かき　さこ　  わたる

[ デザイナー（リモートワーク会社員） ]
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私たちが考える

“ふるさとの魅力”と “未来の小豆島”
今回の取材を通じて、今までとは違った「島のいま」を感じることができました。

そこで感じた魅力、そしてふるさとに対する想いを未来に繋げるためにどうすればいいか。
小豆島ロータリークラブの皆さんと意見交換をしてきました。

城
石
氏
　冊
子
全
体
と
し
て「
島
の
現
在
と
未

来
」と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
高
校
生
が
3
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
取
材
を
し
て
き
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
と
感
じ
た
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

未
来
に
向
け
て
こ
ん
な
島
に
な
っ
た
ら
い
い
な
、

と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

岡
本
　私
は
、
今
回「
Y
O
U
は
何
し
に
小
豆

島
？！
」と
い
う
企
画
で
、
観
光
で
来
て
い
る
方
に

ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
魅
力
に
感
じ
て
来
た
か
を

取
材
し
ま
し
た
。
話
を
聞
い
て
、
改
め
て
観
光
は

島
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
で
、も
っ
と
盛
り
上
が
っ

て
欲
し
い
で
す
。
魅
力
と
い
う
こ
と
だ
と
、
い
ま

島
内
に
あ
る
カ
フ
ェ
が
食
べ
物
は
も
ち
ろ
ん
、
人

も
魅
力
的
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
島
の
人
で
も

知
ら
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ま
ず
は
住
む

人
が
、
自
分
の
島
の
こ
と
を
知
っ
て
、
応
援
す
る

改
め
て
感
じ
た 

島
の
魅
力

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

潟
元
　私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
観
光
で
小
豆
島

に
来
て
、
都
会
に
あ
る
よ
う
な
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

や
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
よ
う
な
チ
ェ
ー
ン
店
が
あ
っ
て

も
、魅
力
的
だ
と
は
感
じ
て
く
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

校
長
　都
市
部
の
人
が
思
う
、
島
の
ご
ち
そ
う
っ

て
、
普
段
み
ん
な
が
食
べ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ

か
ら
、
そ
う
い
っ
た
魅
力
に
気
付
く
こ
と
が
大
事

な
の
か
も
し
れ
な
い
ね
。

和
田
　僕
は
島
の
豊
か
な
自
然
が
大
好
き
な
ん

で
す
が
、
寒
霞
渓
が
日
本
三
大
渓
谷
美
と
い
う
こ

と
を
知
ら
な
い
高
校
生
や
島
の
人
も
い
る
。
す
ぐ

近
く
に
こ
ん
な
に
凄
い
自
然
が
あ
る
の
に
！
と
、

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
残
念
で
す
。
島
の
フ
ァ

ン
を
増
や
し
て
、
ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
く
れ
る

人
を
増
や
す
よ
う
な
こ
と
が
で
き
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

岡
田
氏
　こ
う
い
っ
た
活
動
を
通
じ
て
、
高
校
生

が
島
の
こ
と
を
知
っ
て
く
れ
る
の
は
、
本
当
に
嬉

し
い
で
す
ね
。観
光
と
移
住
の
中
間
の
よ
う
な「
関

係
人
口
」と
い
う
概
念
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
豆
島
で
い
う
な
ら
ば
、
島
の
フ
ァ
ン
と
も
言
え

る
人
た
ち
で
す
ね
。
今
で
は
人
口
の
1
％
以
上

の
方
が
島
に
移
り
住
ん
で
く
れ
て
い
る
。
そ
の
方

た
ち
も
島
の
魅
力
や
人
々
と
関
係
を
強
め
、
そ

の
上
で
移
住
と
い
う
大
き
な
決
断
を
し
て
く
れ

た
。
U
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
一
昔
前
の
小
豆
島

は
家
業
を
継
ぐ
た
め
に
帰
っ
て
く
る
人
が
多
か
っ

た
で
す
が
、
そ
の
ケ
ー
ス
は
減
り
、
I
タ
ー
ン
の

人
の
情
報
発
信
か
ら
、
島
の
魅
力
を
再
確
認
し

て
U
タ
ー
ン
す
る
人
も
い
る
と
聞
き
ま
す
。
で
す

の
で
、
広
い
目
で
の
小
豆
島
の
活
性
化
が
必
要
で

す
ね
。

太
田
氏
　進
学
で
小
豆
島
を
離
れ
る
と
き
に
卒

業
ア
ル
バ
ム
を
持
っ
て
い
っ
て
、
懐
か
し
ん
で
い
る

友
人
が
多
く
い
ま
し
た
。
私
も
で
す
が
、
島
を
出

て
初
め
て
、
島
の
存
在
や
良
さ
に
気
付
か
さ
れ
る

ん
で
す
ね
。
近
す
ぎ
る
、当
た
り
前
に
あ
る
も
の
っ

て
、
意
外
と
見
え
に
く
い
。
そ
の
良
さ
に
気
付
い

た
人
が
島
に
帰
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。

（後列左から）2年 和田君、泉谷校長、岡田氏（小豆島ロータリークラブ）、太田氏（小豆島ロータリークラブ）、今上氏（小豆島ロータリークラブ）、城石氏（しまのみらいプロジェクト）、2年 藤田君
（前列左から）2年 平野さん、2年 森野さん、2年 岡本さん、3年 根本さん、3年 潟元さん、2年 芳地さん
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城
石
氏
　冊
子
全
体
と
し
て「
島
の
現
在
と
未

来
」と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
高
校
生
が
3
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
取
材
を
し
て
き
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
と
感
じ
た
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

未
来
に
向
け
て
こ
ん
な
島
に
な
っ
た
ら
い
い
な
、

と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

岡
本
　私
は
、
今
回「
Y
O
U
は
何
し
に
小
豆

島
？！
」と
い
う
企
画
で
、
観
光
で
来
て
い
る
方
に

ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
魅
力
に
感
じ
て
来
た
か
を

取
材
し
ま
し
た
。
話
を
聞
い
て
、
改
め
て
観
光
は

島
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
で
、も
っ
と
盛
り
上
が
っ

て
欲
し
い
で
す
。
魅
力
と
い
う
こ
と
だ
と
、
い
ま

島
内
に
あ
る
カ
フ
ェ
が
食
べ
物
は
も
ち
ろ
ん
、
人

も
魅
力
的
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
島
の
人
で
も

知
ら
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ま
ず
は
住
む

人
が
、
自
分
の
島
の
こ
と
を
知
っ
て
、
応
援
す
る

こ
れ
か
ら
の
島
と
の
関
わ
り
方

自
然
が
豊
か
な
島
だ
か
ら
こ
そ
、

エ
コ
の
島
に

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

潟
元
　私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
観
光
で
小
豆
島

に
来
て
、
都
会
に
あ
る
よ
う
な
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

や
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
よ
う
な
チ
ェ
ー
ン
店
が
あ
っ
て

も
、魅
力
的
だ
と
は
感
じ
て
く
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

校
長
　都
市
部
の
人
が
思
う
、
島
の
ご
ち
そ
う
っ

て
、
普
段
み
ん
な
が
食
べ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ

か
ら
、
そ
う
い
っ
た
魅
力
に
気
付
く
こ
と
が
大
事

な
の
か
も
し
れ
な
い
ね
。

和
田
　僕
は
島
の
豊
か
な
自
然
が
大
好
き
な
ん

で
す
が
、
寒
霞
渓
が
日
本
三
大
渓
谷
美
と
い
う
こ

と
を
知
ら
な
い
高
校
生
や
島
の
人
も
い
る
。
す
ぐ

近
く
に
こ
ん
な
に
凄
い
自
然
が
あ
る
の
に
！
と
、

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
残
念
で
す
。
島
の
フ
ァ

ン
を
増
や
し
て
、
ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
く
れ
る

人
を
増
や
す
よ
う
な
こ
と
が
で
き
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

岡
田
氏
　こ
う
い
っ
た
活
動
を
通
じ
て
、
高
校
生

が
島
の
こ
と
を
知
っ
て
く
れ
る
の
は
、
本
当
に
嬉

し
い
で
す
ね
。観
光
と
移
住
の
中
間
の
よ
う
な「
関

係
人
口
」と
い
う
概
念
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
豆
島
で
い
う
な
ら
ば
、
島
の
フ
ァ
ン
と
も
言
え

る
人
た
ち
で
す
ね
。
今
で
は
人
口
の
1
％
以
上

の
方
が
島
に
移
り
住
ん
で
く
れ
て
い
る
。
そ
の
方

た
ち
も
島
の
魅
力
や
人
々
と
関
係
を
強
め
、
そ

の
上
で
移
住
と
い
う
大
き
な
決
断
を
し
て
く
れ

た
。
U
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
一
昔
前
の
小
豆
島

は
家
業
を
継
ぐ
た
め
に
帰
っ
て
く
る
人
が
多
か
っ

た
で
す
が
、
そ
の
ケ
ー
ス
は
減
り
、
I
タ
ー
ン
の

人
の
情
報
発
信
か
ら
、
島
の
魅
力
を
再
確
認
し

て
U
タ
ー
ン
す
る
人
も
い
る
と
聞
き
ま
す
。
で
す

の
で
、
広
い
目
で
の
小
豆
島
の
活
性
化
が
必
要
で

す
ね
。

太
田
氏
　進
学
で
小
豆
島
を
離
れ
る
と
き
に
卒

業
ア
ル
バ
ム
を
持
っ
て
い
っ
て
、
懐
か
し
ん
で
い
る

友
人
が
多
く
い
ま
し
た
。
私
も
で
す
が
、
島
を
出

て
初
め
て
、
島
の
存
在
や
良
さ
に
気
付
か
さ
れ
る

ん
で
す
ね
。
近
す
ぎ
る
、当
た
り
前
に
あ
る
も
の
っ

て
、
意
外
と
見
え
に
く
い
。
そ
の
良
さ
に
気
付
い

た
人
が
島
に
帰
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。

藤
田
　僕
は
、
大
学
で
勉
強
し
た
い
の
で
、
一
旦

は
島
か
ら
出
ま
す
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
ら
島

に
戻
っ
て
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
ま
れ

も
育
ち
も
島
で
愛
着
が
あ
り
ま
す
し
、
自
分
に

は
一
番
合
っ
て
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

森
野
　私
は
将
来
看
護
の
仕
事
に
就
こ
う
と

思
っ
て
い
て
、
島
外
で
の
就
職
し
か
考
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
日
み
な
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、

島
に
戻
っ
て
就
職
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
て

い
い
な
と
考
え
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
こ

の
場
で
こ
う
思
っ
た
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
人
の
意

見
や
価
値
観
を
知
っ
た
り
、
島
の
良
さ
を
知
る

場
が
あ
る
こ
と
も
大
事
で
す
ね
。

根
本
　3
月
で
卒
業
な
の
で
す
が
、
そ
の
後
は

島
で
就
職
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
興

味
深
く
関
わ
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
回
、
移

住
や
U
タ
ー
ン
の
方
へ
の
取
材
を
通
じ
て
感
じ
た

こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
得
意
な
分
野
で

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
島
を

盛
り
上
げ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
年
配
の
方
は
、

新
し
い
こ
と
や
移
住
の
方
に
対
し
て
少
な
か
ら
ず

距
離
感
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
時
代
の
流
れ
と

共
に
変
わ
っ
て
い
く
島
を
理
解
し
て
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
小
さ
な
子
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
み
ん
な
が
地
域
に
関
わ
っ
て
い
け
る

よ
う
な
島
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

今
上
氏
　離
島
と
い
う
閉
鎖
的
な
環
境
に
お
い
て

外
か
ら
の
視
点
は
重
要
で
、
特
に
進
学
等
で
島

外
に
出
る
み
な
さ
ん
の
意
見
は
と
て
も
貴
重
で

す
。
小
豆
島
を
知
ら
な
い
若
い
人
た
ち
に
、

S
N
S
な
ど
を
使
っ
て
島
の
良
さ
や
魅
力
を
気

軽
に
発
信
し
て
く
れ
る
宣
伝
マ
ン
に
も
な
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
が
、
逆
に
島
に
い
る
人
に
対
し
て
、

外
か
ら
見
る
と
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
魅
力
的
だ

よ
、
と
い
う
こ
と
も
教
え
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

島
に
足
り
な
い
こ
と
、
よ
り
良
く
な
る
た
め
に
変

わ
っ
た
方
が
い
い
部
分
な
ど
も
伝
え
て
ほ
し
い
。

芳
地
　私
は
、
島
の
生
活
に
と
っ
て
大
事
な
海

を
守
り
た
い
の
で
、
将
来
は
海
上
保
安
官
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
浜
辺
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
は
外

か
ら
流
れ
着
い
た
り
も
す
る
け
ど
、
誰
が
片
付

け
る
の
か
と
い
う
と
、
島
の
人
が
や
る
し
か
な
い
。

子
ど
も
や
高
校
生
は
授
業
な
ど
で
ゴ
ミ
拾
い
を
し

た
り
も
し
ま
す
が
、
大
人
の
人
た
ち
は
そ
う
い
う

こ
と
を
す
る
機
会
も
少
な
い
と
思
う
の
で
、
自

然
を
綺
麗
に
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
。
そ
れ
に

島
の
中
の
人
が
た
く
さ
ん
関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
、

住
む
人
み
ん
な
で
き
れ
い
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

平
野
　芳
地
さ
ん
の
意
見
に
す
ご
く
共
感
し
ま

す
。
世
界
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ゴ
ミ
は
、
海
と
共
に
生
活
し
て
い
る
島
民

に
と
っ
て
他
人
事
で
は
な
い
で
す
し
、
今
年
は
レ

ジ
袋
の
有
料
化
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
社
会
全
体

が
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
小
豆
島

も
地
球
に
や
さ
し
い「
エ
コ
の
島
」に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
た
だ
、
私
た
ち
だ
け
で
は
声
が
小
さ
い
の

で
、
企
業
の
方
も
環
境
問
題
に
目
を
向
け
、
率

先
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
島
全
体
の
活
動
に
繋

が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
島
を

良
く
す
る
こ
と
や
、
今
回
の
私
た
ち
の
活
動
を

知
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
芳
地
さ
ん
が
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
ま
ず
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
も
大
切
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

岡
田
氏
　私
た
ち
は
、
み
な
さ
ん
が
帰
っ
て
き
た

島
の
人
同
士
お
互
い
成
長
で
き
る
よ
う
な
環
境
が

あ
れ
ば
、
も
っ
と
島
が
良
く
な
る
と
思
う
ん
で
す
。

く
な
る
よ
う
な
島
に
な
る
よ
う
に
、
頑
張
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。
進
学
で
外
に
出
る
生
徒

さ
ん
た
ち
も
、
こ
の
島
の
良
さ
を
忘
れ
ず
に
、

魅
力
を
伝
え
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

城
石
氏
　短
い
時
間
で
し
た
が
、
幅
広
い
意
見
交

換
が
で
き
て
、
と
て
も
良
い
時
間
で
し
た
。

今
後
も
こ
う
い
っ
た
場
を
重
ね
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は

先
輩
た
ち
と
一
緒
に
、
島
の
未
来
を
作
っ
て
い
け

た
ら
い
い
で
す
ね
。

校
長
　生
ま
れ
育
っ
た
島
と
、
こ
れ
か
ら
ど
う

関
わ
る
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
自
分
の
人
生
を

考
え
る
こ
と
に
も
通
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

高
校
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
し
、

島
の
こ
と
を
良
く
知
り
、
考
え
る
場
を
ど
ん
ど

ん
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
彼
女

ら
が
島
を
担
う
一
人
一
人
に
な
っ
て
い
く
の
で
、

大
げ
さ
で
は
な
く
未
来
の
小
豆
地
域
は
自
分
が

担
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒

が
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
島
高
の
一つ

の
役
割
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小豆島がこんな島になったら良いな！
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担当ページ

6～9

小豆島のきれいな景色、素敵なお店を巡り、島
の良さを再発見することができました！このプ
ロジェクトに参加してよかったです。

森口 朋香

6～9

初対面の人からの小豆島への熱い思いにとって
も感動！小豆島にずっといたいと思う人が一人
でも増えれば嬉しいなと思います。

岡田 圭世

6～9

島にある魅力的なカフェを巡るうちに、小豆島
は本当にいい島だなと実感しました。これから
も島の魅力を発信していきたいです！

芳地   風

6～9

たくさんの店を巡っていろんな人の話を聞けて
楽しかったです。たくさんの人に小豆島の魅力
が伝わると嬉しいです。

谷久 瑞歩

担当ページ

10～15

今回の活動に参加して、自分が生まれ育った小
豆島にはたくさんの魅力があると再確認できま
した。小豆島をさらに好きになりました！

根本 咲愛野

2～5

観光客の人との交流から、私たちが普段なんと
も思っていないことは、実は小豆島の持つ素晴
らしい特徴だと気付くことができました。

藤田 宗太

2～5

この活動に参加して小豆島は自分が思っていた
よりもいいところだなと思う発見がたくさんあり
ました。また参加したいと思います。

和田 真之輔

2～5

島外の方から見た小豆島像と、私達がいつも見
ている小豆島像が微妙に異なっており、たくさ
んの魅力が発見、再確認できました。

岡本 奈那子

2～5

小豆島の現状や改善点などを客観的な面で知
ることができ、新たな視点から小豆島について
深く考えることが出来ました。

平野 葵子

2～5

観光地でのアンケートを通して、住んでいる中
では気づけない島の素晴らしさや、改善すべき
点を知れて、とても有意義な体験ができました。

森野 佑奈

10～15

移住者の方や島の方のお話を聞けて、気づけて
なかった島のいいところに気づくことができ、い
い経験になりました！

潟元 夢蘭

自分たちの地域の新たな面を知り、思いを深め
ることができたでしょうか。プロジェクトに参加
した人は、活動を通して実感できたことを大切に
してください。読んだ人、係わった人、すべての
人にとって、今後の考えや行動のきっかけになる
ことを願っています。

M E S S A G E

高校生へ

先　生

泉谷校長先生

生徒たちへ

このプロジェクトに携わり、あらためてこの島に
は魅力とポテンシャルがあることを感じることが
できました。島を一度離れる高校生に、もっと
島を知り、島を考えるきっかけにしてもらうとと
もに、地元である島とのつながりを持ち続けるこ
とを願っています！

野崎先生

小豆島中央高校生徒の皆さん、これからの小豆島
の発展には皆さんの力が必要です。島高ワンダーラ
ンドで生まれたホームページ・パンフレットを大い
に活用して頂き、小豆島の魅力をどんどん発信して
ください。期待をしています！合わせてご協力頂い
た関係者の皆様にも御礼申し上げます。

ロータリークラブ

60周年記念 大会長　岡田  好平

高校生へ

今回、特に島高ワンダーランドの取材などに携わって
頂いた生徒の皆さんの活躍、大変嬉しく思います。
記事の中にもありますが生徒の皆さんとの意見交換
では私自身もとてもいい刺激を受けました。今回の
事業を通して小豆島中央高校並びに小豆島全体がワ
クワクするような発展をしていって欲しいと思います。

60周年記念 事業委員長　今上  茂樹

6～9

「しまいろ」制作の中で、私が感じた島の魅力を
少しでも多くの人に知ってもらいたいと思いま
した！

三好 ヒカル

6～9

このようなプロジェクトに参加することができ、
島の高校生としてとても幸せでした！これから
も小豆島の魅力を発信していきたいです。

石床 幸那

メンバー募集！！
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